卒業後の職業キャリアの形成

１．卒業直後の進路
２．正社員としての就職

３．転職経験

４．これまでに経験した職業上のキャリア
１．卒業直後の進路

・７割以上が「正社員」か「公務員」、14％が｢アルバイト｣「契約社員」「派遣社員」、資格試験や進学等の準備中が８％。
・本調査の回答者は「正社員」として社会人生活を開始した者が相対的に多かった。
参考）労働政策研究・研修機構『大都市の若者の就業行動と移行過程―包括的な移行支援にむけて―（労働政策研究報告書No.72）』2006     ＊首都圏の若者の調査

離学直後の大卒者の正社員（公務員含む）比率は68.0％、アルバイト・パート15.1％、契約･派遣等が7.5％。

表１ 卒業直後の進路

	
	N
	正社員
	公務員
	契約社員・嘱託・派遣
	パート･アルバイト
	自営業・自由業・家族従業者
	仕事についていない
	その他
	不明

	全体
	1397
	66.4%
	5.4%
	6.1%
	7.4%
	1.1%
	11.6%
	2.0%
	0.1%

	男性
	765
	64.8%
	6.0%
	3.1%
	7.3%
	1.6%
	14.5%
	2.5%
	0.1%

	女性
	632
	68.2%
	4.6%
	9.7%
	7.6%
	0.5%
	 8.1%
	1.4%
	0.0%



                                                            （不明を除くと）性別ｐ＜.001
・就職先が「希望通りだった」者は就職した人のうちの18％、「就職したいと思っていた」ところだった者は56％と、あわせて４人に３人はほぼ希望に沿った就職先に就職していた。
・「就職したいと思っていなかった」ところへの就職だった者は15％、もともと「希望はなかった」者が10％であった。対象者らが卒業・就職した1990年代後半から2000年代初頭は、「氷河期」とよばれた若者の就職難の時代である。「希望通りだった」という者が２割を切っている事実からは、就職活動の厳しさも伺われる。

表２ 卒業直後の就職先が希望通りだったかどうか
	
	N
	「ぜひ就職したい」と希望していた
	「そこだったら就職してもよい」と思っていた
	あまり就職したいとは思っていなかった
	希望する勤め先はとくになかった
	不明

	全体
	1208
	18.0%
	55.6%
	14.9%
	9.6%
	1.8%

	男性
	635
	15.6%
	57.5%
	14.3%
	10.1%
	2.6%

	女性
	573
	20.8%
	53.6%
	15.5%
	9.1%
	1.0%



注：N=卒業時就職者                                    （不明を除くと） 性別n.s.
２．正社員としての就職
・95％の者が、これまでに正社員として働いたことがある。その比率は、女性より男性で若干高い。
・72％の者は卒業してすぐに正社員として働き始めたが、22％の者は卒業してしばらくしてから正社員として就職した。
表３ 正社員として就職したタイミング
	
	N
	卒業後すぐ
	卒業後しばらくしてから
	これまで一度も正社員の仕事についていない
	不明

	全体
	1397
	72.0%
	22.1%
	5.7%
	0.1%

	男性
	765
	71.5%
	23.8%
	4.4%
	0.3%

	女性
	632
	72.6%
	20.1%
	7.3%
	0.0%



                                           （不明を除くと） 性別ｐ＜.05
・卒業してしばらくしてから正社員になった309名が正社員として就職したのは、卒業１ヶ月以内から卒業９年後まで様々である。平均すると２年２ヵ月後、標準偏差21ヶ月である。

・もっとも多いのは１年後、ついで２年後、３年後というタイミングで正社員として就職している。

・卒業してから１年以内に４割弱の者が、そして１年半のうちには過半数の者が、正社員として就職している。
表４  卒業してから正社員として就職するまでの期間
	
	N
	１年未満
	１年
	２年未満
	２年
	３年未満
	３年
	４年未満
	４年
	４年以上

	全体
	309
	18.9%
	19.6%
	14.3%
	13.3%
	6.3%
	7.6%
	3.0%
	4.0%
	13.0%



注：N＝卒業後しばらくしてから就職した、不明を除く301名   
３．転職経験
・正社員として初めて就職した勤め先で、その後もずっと勤めているのは、全体の半数以下にとどまる。男性では56％と半数を上回っているが、女性では４割である。
・なお、正社員として就職する前に転職経験がある者がいるので、表６の転職回数０回の者が「現在も」正社員として同じ勤務先で勤めているわけではない。

表５ 正社員として就職した勤め先の継続状況
	
	N
	現在も勤めている
	すでに辞めた

	全体
	1315
	48.5%
	51.5%

	男性
	729
	55.7%
	44.3%

	女性
	586
	39.6%
	60.4%



注：N＝正社員として就職した経験がある者             性別ｐ＜.001
・転職したことがなく、大学を卒業以来ずっと同じところで働いた者は、全体の４割。ただし、この中には、すでにそこを退職して現在は働いていない者も含まれている。
・半数以上の者が１～３回の転職を経験している。
表６ 転職回数

	
	N
	ない
	１回
	２回
	３回
	４回
	５回以上
	不明

	全体
	1397
	39.7
	21.6
	15.1
	13.2
	5.2
	4.7
	0.6

	男性
	765
	43.4
	22.2
	14.2
	11.6
	3.8
	3.9
	0.8

	女性
	632
	35.1
	20.9
	16.1
	15.2
	6.8
	5.5
	0.3



                                                     （不明を除くと） 性別ｐ＜.01
４．これまでに経験した職業上のキャリア
・「正社員」「公務員」「契約社員・嘱託」「派遣社員」「パート･アルバイト」「自営業・自由業」「自営業家族従業者」「その他」の８種類の選択肢をあげて、それぞれを経験したことがあるかをたずねた。その結果が表７である（構成比ではないので合計100％にはならない）。
・「パート・アルバイト」の立場で働いたことがある者が３割を上回っている。既婚女性でパート就労が多いことが予想されるが、男性でもパート・アルバイトをしたことがある者は３割弱を占めている。
・昨今注目されている「契約社員・嘱託」や「派遣社員」の経験率も、それぞれ全体で１割を超えている。とくに女性では、それぞれ２割を上回っている。本調査の対象者らは、ちょうど「ロストジェネレーション」と呼ばれる世代にあたる。本学の卒業生にとっても、「派遣社員」や「契約社員」が決して珍しくない働き方であることがわかる。
表７ さまざまな働き方の経験率

	
	正社員
	公務員
	契約社員・嘱託
	派遣
社員
	パート・
アルバイト
	自営業・自由業
	自営業家族従業者
	その他の
働き方

	全体
	83.8
	14.4
	16.1
	13.0
	31.2
	3.6
	2.8
	0.9

	男性
	82.6
	18.0
	11.6
	 6.7
	28.5
	4.6
	3.1
	0.7

	女性
	85.1
	10.0
	21.5
	20.6
	34.5
	2.4
	2.4
	1.3
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